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○今月号の内容について

2 新年のごあいさつ

・新年号の定番とはいえ、極めて形式的で時代感覚のズレを感じる。市長は市の顔。
もっとうまく設計して、市長の志と持ち味を活かした行政PR・紙面の活性化を図ること
を考えよう。守りの広報から”攻めの広報”に転じよう。
・市長のあいさつは、きれいな言葉の羅列で内容がなく、少し残念に思います。市長と
して何をしたいのか、香芝市をどのように変革したいのかビジョンが見えません。具体
策を提示してほしい。
・新年に影を落とすようなバックの写真で、さびしい情景に感じた。カラー刷りで庁舎
を中心に二上山の風景もよいのでは。
・サインは自筆ですか？自筆でないのなら、自筆がほしい場面ですね。
・新年のあいさつなので、かたい感じの写真ですが、もっと語りかけるような写真でも
よいかと思った。
・市長の生の声が聞け、自分たちにも何かやるべきことがあるのではないかと改めて
思った。
・市長の写真と言葉、いいですね。これからは、もっと身近に感じられたら親しみを感
じることができます。



テーマ・内容 4.3

文章 4.1

写真・イラスト 4.4

レイアウト 4.3

テーマ・内容 4.0

文章 3.7

写真・イラスト 3.6

レイアウト 3.4

テーマ・内容 4.0

文章 3.7

写真・イラスト 4.1

レイアウト 4.0

４～８

特集
大地震発生！

そのときのために
備える

・自然災害の多い日本にあって、的を得たテーマだと思う。一方、防災対策についての
具体的な提案がなく、少し残念に思います。地域別の災害対策に関する防災組織や防災
システムの構築が急がれます。市内の実例を挙げて、無対策の地域に対して、防災組織
や防災システムの構築を喚起する文章もほしかったように思う。
・本市の住民には、率直に言って防災意識・対策準備への緊張感も切迫感もない。だか
らこそ、こういう情報は繰り返し啓発する必要があるし、大事なことである。しかし、
いつもここで情報提供が止まってしまう。市民一人ひとりに関わる「香芝市の防災対策
の内容と実際」が何も知らされていない。市の防災対策は、市役所だけが持っていれば
いいのではない。市民に知らせておきたい・知らせておくべき市の災害対策情報はたく
さんあるはずである。そういった情報を適宜紹介してほしい。
・地震の対策については、よく分かってよかったのですが、もし、私たちが避難したと
き、市はどのように行動するのかも知りたかった。市としての予備がどのようにしてい
るかも知りたかった。
・家具の置き場所など、ふだん何気なく過ごしている我が家ですが、見直すきっかけに
なり、じっくり目をとおした。イラストも分かりやすかった。
・いつ起こるか分からない災害を広報に掲載することで、身近に感じてもらえると思
う。
・関心のあるテーマなので、いいと思った。イラストもたくさん使って見やすく感じま
した。杉田危機管理監の言葉が写真入りで掲載されているのがとてもいいです。
・まとまりのよい内容で、イラストも見やすく、取扱説明書を見る感覚でした。

9
市政トピックス

窓口業務の時間延長

・”４年で変えるプロジェクト”のひとつであり、話題と内容は悪くない。市長の意を
くんだ話題がこのコーナーに登場したのは初めてのこと。この姿勢は堅持したい。
・業務内容と日時が分かりやすくてよかった。
・「市民の皆さんが利用しやすい…」という文章が、”市民のために”という目的が伝
わり、よかった。休日サービスがあることも知らなかったので、一緒に掲載されている
のがいいと思った。
・市民の声もトピックスとして載せてほしい（下田駅にもエレベーターがほしいな
ど）。

10～１１ ふぉと☆かしば

・テーマがさまざまで、季節や世代の心配ごとを感じることができました。
・写真をうまく活かした”ふぉと☆かしば”になった。見出しも簡潔で、写真配置と
マッチして全体のバランスもよい。話題はそれぞれに特長があり、市民活動のようすが
うまく表現されている。写真に短いコメントが添えられているのも好感。
・ひとつずつ丁寧に記事内容が書かれていて、写真も多く目をひくよい記事でした。
・写真をふんだんに使って、冬彩の楽しいようすが伝わり、よかった。ステンドグラス
の塔が、白黒写真では美しさが伝わらないのが残念ですね。
・文書と写真（場面）とがマッチし見やすかったです。



テーマ・内容 3.7

文章 3.9

写真・イラスト 3.6

レイアウト 3.6

テーマ・内容 4.1

文章 3.4

写真・イラスト 3.4

レイアウト 3.6

12～１３
みんなの国保

香芝市の国保財政はいま

・高齢者は医療のかかり方を考えなさいと受け止めました 。確かに、無駄遣いの人も
たくさんいますが、年々歳はとるものです。また、６０歳以上の転入者はどのくらいい
るのでしょうか。
・１３ページ後段、「財政健全化に向け…一層強化し、安定した運営に…」とはどうい
うことなのかが見えない。喚起を促すのであればその内容は？
・役所的な感じがして読みにくかった。
・医療費節約のための３つの取り組みを前にもっていって、そのためにみなさんの協力
のお願いを書いた方が、お年寄りなどには分かりやすい。
・財政記事は数字が多く、何度読んでも分かりにくい。節約の３つの取り組みは要点を
得て、分かりやすかった。
・具体的な数字による説明と比較はよく分かり、収支構造・財政状況を理解するには適
切な情報と内容。歳入・歳出の補足説明も「誰でも分かる情報提供」に向けた苦労の跡
がうかがわれる。紙面のレイアウトバランスもよい。
・予防に力を入れる必要がある問題でもあり、保健センターにも予防の記事をどんどん
書いてほしい。
・医療費については、市民みんなに関係のあることなので、国保にかかわらず興味を
持って見ることができた。
・国保財政は市の一般会計には含まれないのでしょうか。特別会計は他にいくつぐらい
あるのですか。棒グラフを見る限り、歳入＞歳出で、健全会計のように見えるが、少子
高齢化が進めば逆転の可能性もあるのですよね。何か対策を考えているのでしょうか。
・歳入歳出のグラフの内容説明があり理解しやすかった。

14

マイヘルスマイライフ
病気にならないように

したいから…

・指導の内容が分かり、指導士の言葉もあり、いいと思うが、レイアウトをもう少し見
やすくすれば読みやすいのではないかと思った。文字の羅列は読みにくいです。
・身近なウォーキングの実体験が書いてあり、自分もやってみようと思った。できれ
ば、ウォーキングのこつなども記事にしてほしかった。
・ヘルシーダイエットの数値結果とインタビュー構成がおもしろい。保健指導に限ら
ず、参加勧奨の呼びかけは、こういうスタイルの方が”読ませて、行動に移させる”意
識付け効果は大きい。受け止め方は「私もやってみよう」「私には無理や」の２つに分
かれそう。
・国保の抑制のひとつだと感じた。支援の効果があったようですが、数値結果は１２月
時点の状態を知らせることによってテーマが成立するのでは。
・国保の節約にもつながるのではないでしょうか。
・医療費削減のために市民の健康促進はよく理解できますが、市民参加の楽しい行事が
少ないように思う。他市では、ネット上で”東海道５３次の歩こう会”を実施し、京都
を出発し何日で東京に着くか、自分の一日の歩行距離を記入していくシステムをやって
います。楽しいと思いませんか？



テーマ・内容 3.9

文章 3.4

写真・イラスト 3.3

レイアウト 3.3

テーマ・内容 3.1

文章 2.7

写真・イラスト 3.0

レイアウト 3.0

テーマ・内容 3.9

文章 3.7

写真・イラスト 3.4

レイアウト 3.7

・パズルとしてはなかなか難しい。
・少し難しかったけど、楽しかった。答えが記事の中にあったので、少しがっかりし
た。正解者の商品をもう少し多くしてもよいのではないでしょうか。
・家族で楽しめる息抜きのホットコーナーであり「香芝のことをもっとよく知る」ヒッ
トコーナーである。知恵をしぼって全面的に香芝関連問題にしたい。
・７９歳の母と２０歳の息子が世代を超えて一緒に楽しんでいました。コミュニケー
ションにいいと思います。
・遊び心があって、とてもよかった。問題も香芝にちなんだもので、勉強になった。
・パズルがあると、家族で広報紙を見るきっかけになり、よい。

15

消費生活Ｑ＆Ａ
電気ケトルの転倒による

熱傷事故に注意

・ここ数回、根は同じようなQAの連続だったので、目新しさがあった。商品構造上の問
題・知識もあるが、親のちょっとした不注意が引き起こす事例と受け止めれば、他にも
たくさん流用できるものがある。記事を読む中で、そういうことへの”気づき”を促す
ようなQAであれば、もっとよいかも…。
・各家庭で多用されている電気ケトルのこわさを改めて考えることができた。
・今は手軽なので、どの家庭でも持っている電気ケトルの問題ですね。
・具体的でよかった。
・最近よく使われているので、テーマがいいと思った。

15
消防だより

防火絵馬で火災予防

・署の決意、目標と受け止めました。この機を利用して、どのように積極的に取り組む
のか、また市民に守ってほしい事柄などを訴える気持ちがほしかった。
・アピール力が弱い。防災対策の一環なので、各地区の防火対策や火の用心の夜回りな
どの記事を掲載してもよいのでは。
・あまり興味を誘う内容ではないと感じた。
・消防だよりの枠がなかったら、果たして取り上げられた話題であろうか。消防署の中
では毎年恒例で話題性はあるかもしれないが、単に「枠を埋める」だけの記事としか映
らなかった。
・消防署員のかたの新たな誓いが書かれていてよかった。

16 チャレンジパズル２０１３



○そのほか、今月号の広報かしばの内容など

・表紙は、AEDの一点に向かって真剣な表情がよくとらえられており、臨場感が伝わってきました。
・まちかどリポーターのようなものが、毎回どこかに載っているとなごみます。
・今昔アルバムは続けてほしい。
・以前と違い、興味を引く内容で、どの記事もじっくりと読ませていただきました。少し、市民の目線に近付いたと思います。
・香芝高校サッカー部の記事は小さすぎる。香芝高校の健闘と選手達の努力をもっと讃えるべきだったのでは。１ページ使ってもよいと思う。
・全体的にはよくできていると思う。「笑顔と元気！住むならかしば」に「読んで得する広報かしば」の標語も付け加えたらどうでしょうか。
・香芝市民憲章を見直して、掲載の復活を希望します。市民として、住みよい香芝を形成していくために。

○広報紙以外の広報活動についてのご意見など

・広報は、行政だけでなく、市民の目になってすることも大切だと思います。サークル活動など、市内でいきいきと活動されているかたの、もっと
もっと幅広い活動のようすを今後楽しみにしています。
・若者の活躍をもっと知りたい。
・真美ヶ丘自治会が、”住みよさ関西２位”というニュースを広報で取り上げていました。広報かしばでも取り上げてほしい。


